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自
治
労
は
2
月

18
日
、
第
42
回
全

国
町
村
職
総
決
起

集
会
を
ウ
ェ
ブ
で

開
き
、
45
県
本
部

2
9
7
単
組
か
ら

4
1
4
人
が
参
加

し
た
。

冒
頭
、
自
治
労

町
村
評
議
会
の
宮

脇
議
長
（
三
重
・

明
和
町
職
労
）
は

「
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
収
束
が
見
え
な

い
中
、
私
た
ち
の

仲
間
の
現
場
で
奮

闘
が
続
い
て
い

る
。
本
集
会
に
つ

い
て
は
、
例
年
対
面
で
の
集

会
を
行
い
、
そ
の
後
、
省
庁

へ
の
要
請
行
動
や
デ
モ
行
進

を
行
っ
て
い
る
が
、
社
会
情

勢
を
考
慮
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
一
体
感
が
得
ら

れ
な
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
今
日
の
集
会
の
内
容
を

職
場
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

伝
え
て
連
帯
し
て
欲
し
い
。

特
に
若
い
世
代
に
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
横
断

的
な
取
り
組
み
と
し
て
全
国

に
広
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
参
議
院
議
員
全
国

比
例
区
選
挙
の
自
治
労
組
織

内
候
補
予
定
者
で
あ
る
『
鬼

木
ま
こ
と
』
さ
ん
か
ら
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
で

職
場
に
人
が
足
り
な
い
と
い

う
声
を
多
く
聞
く
。
疲
弊
が

ピ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
を
作
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
実
感
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た
め
、
制
約
が

あ
る
な
か
で
の
組
合
活
動
に

な
っ
て
い
る
と
の
声
も
あ

る
。力
を
集
め
、声
を
集
め
、

活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

集
会
で
は
、
自
治
労
本
部

伊
藤
書
記
長
か
ら
春
闘
方
針

の
提
起
の
後
、
代
表
し
て
4

単
組
の
仲
間
か
ら
活
動
報
告

と
決
意
表
明
を
受
け
た
。
さ

ら
に
、
例
年
は
総
務
省
要
請

の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、

今
年
は
4
月
に
延
期
に
な
る

と
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に

宮
脇
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
と
な
っ
た
。

町村職
決起集会

逗子市議会議員選挙候補

高野 たけし
（現5期）

3月20日告示・
3月27日投開票

県本部第3回

中央執行委員会

（2021．12．23）

推せん決定

全
国
で
情
報
を
共
有
し

横
断
的
な
取
り
組
み
へ

正
規
雇
用
の
拡
大
へ
と
舵

を
切
れ

■
経
営
者
団
体
・
日
経
連

は
1
月
、
賃
金
引
き
上
げ

と
総
合
的
な
処
遇
改
善
を

促
し
つ
つ
、
各
企
業
に

と
っ
て
最
適
な
「
自
社
型

雇
用
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立

を
目
指
す
な
ど
の
春
闘
指

針
「
経
営
労
働
政
策
特
別

委
員
会
報
告
」（
経
労
委

報
告
）
2
0
2
2
年
度
版

を
公
表
し
た
。
世
の
中
は

劇
的
に
変
動
し
て
い
る

し
、
若
者
の
就
労
意
識
も

変
化
し
て
、
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
の
で
各
企
業

に
と
っ
て
最
適
な
「
自
社

型
雇
用
シ
ス
テ
ム
」
の
確

立
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ

と
ら
し
い
。
経
済
は
Ｋ
字

型
回
復
な
の
だ
か
ら
一
律

的
な
賃
上
げ
を
求
め
て
も

時
勢
に
合
わ
な
い
、「
総
合

的
な
処
遇
改
善
」
が
大
切

な
の
だ
、
と
も
。
■
と
こ

ろ
で
、
労
働
分
配
率
は
2

0
0
0
年
代
か
ら
下
降
傾

向
が
続
い
て
い
て
、
企
業

の
内
部
留
保
は
2
0
2
0

年
度
で
4
8
4
兆
円
余
、9

年
連
続
で
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
ん
な
空
前
の

内
部
留
保
も
「
健
全
で
安

定
的
な
企
業
経
営
に
お
い

て
、
保
有
は
不
可
欠
で
あ

り
、
雇
用
維
持
に
も
資
す

る
」
と
同
報
告
は
言
う
。

■
「
人
へ
の
投
資
」
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
と

も
言
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
人
口
減
少
・
労
働
力

不
足
時
代
を
見
据
え
、
正

規
雇
用
の
拡
大
へ
と
舵
を

切
れ
、
と
旗
を
振
っ
て
ほ

し
い
も
の
だ
。
■
な
ぜ

か
。
こ
の
四
半
世
紀
で
非

正
規
雇
用
が
拡
大
し
た
。

日
経
連
は
1
9
9
5
年
、

「
新
時
代
の
日
本
的
経

営
」
と
題
す
る
報
告
書

で
、「
長
期
蓄
積
型
」「
専

門
能
力
活
用
型
」「
雇
用

柔
軟
型
」
の
雇
用
パ
タ
ー

ン
を
組
み
合
わ
せ
る
「
雇

用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
な

る
も
の
を
打
ち
出
し
た
。

「
バ
ブ
ル
崩
壊
や
円
高
な

ど
で
コ
ス
ト
高
を
是
正
し

な
い
と
日
本
経
済
が
も
た

な
い
。
単
純
業
務
を
年
功

賃
金
で
や
る
の
は
も
う
無

理
だ
」
と
雇
用
の
柔
軟
化

を
本
格
的
に
提
言
し
た
。

■
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

は
、
分
散
投
資
の
組
合
せ

の
こ
と
。
は
た
し
て
「
非

正
規
雇
用
の
組
合
せ
」
は

企
業
を
「
身
軽
」
に
し
た

が
、
コ
ス
ト
低
減
の
最
適

解
で
は
な
か
っ
た
。「
雇

用
柔
軟
型
」
は
当
時
の
10

％
程
度
か
ら
38
％
超
（
2

0
1
9
年
度
厚
労
省
調

べ
）
ま
で
拡
大
し
た
。
派

遣
労
働
の
原
則
自
由
化
も

進
め
ら
れ
直
接
雇
用
か
ら

間
接
雇
用
へ
と
不
安
定
化

が
増
し
た
。「
新
時
代
の

日
本
的
経
営
」
で
は
、
雇

用
形
態
の
相
互
乗
り
入
れ

も
想
定
し
て
い
た
ら
し
い

が
現
実
は
そ
う
甘
く
な

い
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
有

期
雇
用
は
拡
大
し
固
定
化

し
た
。
当
時
の
日
経
連
役

員
を
し
て
「
想
定
外
だ
っ

た
」
と
言
わ
し
め
た
格
差

社
会
の
源
流
が
こ
こ
に
あ

る
。『「
新
時
代
の
日
本
的

経
営
」
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー‐

雇
用
多
様
化
論
の

起
源
』（
2
0
1
5
年
、

慶
応
大
学
出
版
会
）
に
詳

し
い
。
■
経
労
委
報
告
は

「
賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム

（
相
場
の
勢
い
）
は
維
持

す
る
」と
言
う
。な
ら
ば
、

貧
困
に
陥
ら
な
い
働
き
方

を
提
言
す
べ
き
だ
。
■
構

造
的
な
財
政
危
機
を
理
由

に
国
も
地
方
自
治
体
も
人

員
や
給
与
の
抑
制
を
続
け

て
き
た
。
他
方
、
予
算
規

模
は
10
年
連
続
で
過
去
最

大
が
続
い
て
い
る
。
税
収

も
過
去
最
大
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
も
借
金
は
止
ま
ら

な
い
。
国
債
残
高
は
1
0

0
0
兆
円
を
超
え
た
。
80

年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
お
い

て
も
国
債
残
高
の
縮
減
は

困
難
だ
っ
た
。
ど
う
な

る
？
自
治
体
財
政‐

月
刊

自
治
研
2
月
号
に
詳
し

い
。
■
県
本
部
と
自
治
研

セ
ン
タ
ー
は
「
世
の
中
の

動
き
・
政
治
が
わ
か
る
財

政
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
。
第
1
回
は
3
月
22
日

（
火
）
午
後
2
時
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で

き
る
。
自
治
体
財
政
の
今

を
語
り
合
お
う
。

連載

神
奈
川
自
治
研
セ
ン
タ
ー

野
坂

智
也

県
本
部
は
、
共
済
県
支
部

と
の
合
同
に
よ
る
、
退
職
者

向
け
共
済
制
度
学
習
会
を
、

厚
木
・
横
浜
の
2
か
所（
ウ
ェ

ブ
併
用
）
で
開
き
、
の
べ
9

単
組
41
人
が
参
加
し
た
。

新
た
な
共
済
制
度
が
6
月

よ
り
順
次
ス
タ
ー
ト
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
58
歳
以
上
の

組
合
員
を
対
象
に
、
退
職
後

に
お
け
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や

共
済
制
度
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

退
職
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
担
当
者
は
、「
退

職
後
の
生
活
設
計
を
考
え
る

う
え
で
、
退
職
金
や
年
金
、

再
任
用
賃
金
な
ど
の
『
収

入
』
と
生
活
費
な
ど
の
『
支

出
』
の
把
握
が
重
要
」
と

し
、
退
職
後
の
保
障
に
つ
い

て
、「
家
族
構
成
や
退
職
後
の

生
活
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
医

療
保
障
が
ど
の
く
ら
い
必
要

か
考
え
る
こ
と

が
大
事
。
ム
ダ

な
保
障
の
見
直

し
な
ど
を
行
う

た
め
、
ぜ
ひ
自

治
労
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
共
済

制
度
を
活
用
し

て
欲
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

退
職
後
の
保
障
に
向
け
て

は
、
在
職
中
の
早
い
う
ち
か

ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
団
体
生
命
共
済

と
あ
わ
せ
て
、
長
期
共
済
や

税
制
適
格
年
金
を
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

「
退
職
者
向
け
共
済
制
度
学
習
会
」

退
職
後
に
備
え
た

保
障
見
直
し
を

⑦
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